
たび重なる米軍ヘリコプターの不時着事故と普天間第二小学校の上空飛

行に関する抗議決議

去る１月23日午後８時５分ごろ、米軍普天間飛行場所属のＡＨ１Ｚ攻撃ヘリ

コプターが渡名喜村のヘリポートに不時着した。現場は渡名喜村役場や渡名喜

小中学校から約300メートルの地点に位置し、民家が建ち並ぶ集落にも近接し

ていることから、一歩間違えば島民を巻き込む重大な事故につながりかねない。

ことしに入ってからはＵＨ１ＹヘリコプターやＡＨ１Ｚ攻撃ヘリコプターがう

るま市、読谷村に不時着する事故が発生しており、わずか半月ほどの間に不時

着事故が３件立て続けに起こる極めて異常な事態に、住民からは怒りと不安の

声が上がっている。

また、去る１月18日にはＵＨ１Ｙヘリコプター１機とＡＨ１Ｚヘリコプター

２機による普天間第二小学校上空の飛行が沖縄防衛局の監視カメラと監視員の

目視によって確認され、昨年末に起こったＣＨ53Ｅの窓落下事故に際し学校長

が求めた「学校上空の飛行禁止」の声はいとも簡単に無視された。沖縄は米軍

の植民地にあらず、沖縄県の要請や県議会の決議を真摯に受けとめ遵守するべ

きである。既に沖縄県民の間には日に日に在沖米海兵隊の撤退を求める声が広

がっている。

事故原因の十分な説明もないまま一方的に飛行訓練を繰り返す県民軽視の米

軍の姿勢は断じて容認できるものではなく、政府においては、米側に対し県民

の安全確保に向けた強い決意のもとで毅然とした対応をとるべきであり、米軍

及び日米両政府においては、米軍の安全管理体制を抜本的に見直すとともに再

発防止に向けた実効性のある措置を講じるべきである。

よって、本県議会は、県民の生命・財産を守る立場から、たび重なる不時着

事故等に対し厳重に抗議するとともに、下記の事項が速やかに実現されるよう

強く要求する。

記

１ 保育園・学校・病院・住宅などの民間地上空での普天間飛行場所属の米軍

機の飛行・訓練を直ちに中止すること。

２ 政府が約束した2019年２月末日を待たず、直ちに普天間飛行場の運用を停

止し、普天間第二小学校の運動場が使用できるようにすること。

３ 日米地位協定を抜本的に改定すること。特に、「日米地位協定の実施に伴

う航空法の特例に関する法律」を廃止し、日本の航空法を遵守すること。

４ 在沖米海兵隊を沖縄から早期に国外・県外に移転すること。

上記のとおり決議する。
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